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1 Business Report

持続可能な社会と未来のために。

小松マテーレだからできる貢献があります。
皆様の日頃のご支援に心より感謝申し上げます。

当期の事業環境については上期に一部の地域の事業
において新型コロナウイルス感染拡大の影響を受
け、下期にかけては世界経済の回復過程で原燃料の
価格上昇や物流・サプライチェーンの混乱が起きま
した。また、ロシアのウクライナ侵攻により混乱は
さらに拍車がかかることとなり、厳しい事業環境に
晒された１年間となりました。

このような中でコロナ禍に対する行動制限の緩和
を受け、積極的な販売活動を展開するとともに、環
境に配慮した高機能・高感性商品の開発と市場導入
に全力で取り組みました。また、トータルコスト削
減にも継続的に取り組むなど、守りと攻めの収益改
善に向けた施策を強力に実施し、前年対比で増収増
益を果たすことができました。

いまだ楽観できませんが、厳しい経営環境のなか、
当社の競争力の源泉である技術開発力に磨きをかけ、
グループ一丸となって社会に貢献する製品の提供を
通じて収益体質の強化に邁進してまいります。

株主の皆様の一層のご支援をよろしくお願い申し
上げます。

2022年6月
代表取締役社長 

トップメッセージ
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2022年３月期業績 会社の対処すべき課題

売 上 高 31,449百万円 ①持続可能な社会の実現に向けたSDGsの取り組み
②原燃料価格の高騰によるコストアップへの対応
③新たな価値の創造による積極的な事業拡大と新規分野の開拓
④競争力強化のためのデジタル技術の最大活用
⑤生産性向上及びコストダウンに向けた取り組み

営業利益 1,593百万円

経常利益 2,154百万円
親会社株主に帰属する
当期純利益 2,184百万円

2Business Report

当期の業績とその特徴

	 	 �コロナ禍が続くなか、回復の兆
しは見えているのでしょうか。

佐々木：新型コロナウイルス感染拡
大前の水準には及びませんが、経済
活動は確実に回復の動きにありま
す。国内では行動制限が緩和され、
商談も活発になっています。海外で
はワクチン接種が進む欧米で個人消
費の回復傾向が見られ、欧州はラグ
ジュアリーブランド向け、北米はフ
ァッション・スポーツが牽引し、国
内外とも衣料分野は需要が拡大しま
した。資材分野は、リビング、生活
関連資材、医療・福祉などのすべて
の用途で拡大しました。一方、当社

Q1

の強みである中東向け民族衣装は、
中東でのロックダウンの影響を受
け、上期は大幅な減少となったもの
の下期には回復しました。

社会との共生と事業機会の創出

	 	 �地球・社会との共生が企業に
も求められています。事業に
も弾みが生まれているのでし
ょうか。

佐々木：1999年の「環境管理宣言」
以来、環境保全及び環境づくりを経
営の最重要課題と位置づけてきまし
た。2020年度には「小松マテーレ・
サステナビリティ・ビジョン」を策
定し、①気候変動対策　②循環型社

Q2

会づくりへの貢献　③人々の感動の
創造　④防災・減災対策　⑤地域貢
献と社員の成長の５本柱からなる
SDGs（持続可能な開発目標）の取
り組みを強化しています。

例えば、当社の主工程の一つとな
る染色は、加工時に大きな熱エネル
ギーと水を消費し、排水処理による
汚泥廃棄物が発生します。この問題
解決のため低温かつ短時間での染色
が可能な「速染糸」技術を確立し、
本格的な実用化を開始しました。こ
の技術はエネルギーとCO2を３割
削減し、染色時間もほぼ半減できま
す。また、排水汚泥においてもバイ
オ製剤を用いた自社技術開発により
大幅な減容化を達成しています。こ

ハイライト
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3 Business Report

のように、これまで取り組んできた
環境対応型の技術開発が着実な成果
に繋がっています。

また、こうした取り組みをお客様に
ご理解いただくため、このほど環境配
慮型素材の総合ブランド「mateReco

（マテレコ）」を立ち上げました。『原
料→製造工程→製品』のフローすべ
てで環境配慮を徹底する狙いがありま
す。SDGsの最終ゴールである2030
年までに、「mateReco」 の売上高
に対する比率を50%以上とする高い
目標に挑戦します。

今や繊維・アパレル業界において
環境配慮への優先度が高まり、「mate 
Reco」が新製品提案への“標準装備”
となるでしょう。この春、都内で行わ
れた3つの展示会においては「サス
テナブルなモノづくり」を提案した
ところ、来場者から当社の取り組み
に対して高い評価をいただきました。

BtoBビジネスの深掘り

	 	 �製品の販売・販促方法にも新
しい試みを取り入れてきまし
た。手ごたえはいかがですか。

佐々木：コロナ禍でお客様との対面
販売活動が難しくなっていることか
ら、当社のスタジオからライブ映像
で製品・技術をお客様に提案するた
め の「 ラ イ ブ 動 画 配 信（ ウ ェ ビ
ナー）」をスタートさせました。そ
して現在は、いつでも、どこからで
もご覧いただけるよう、オンデマン
ドで素材・技術を紹介する動画（コ
ンテンツ）配信に進化を遂げていま
す。また、当社の各種素材をカタロ
グ的に参照できるデジタル・ファブ
リック・ショールームもホームペー
ジ上で展開し、定着してきました。

コロナ禍が完全に解消されないな
かでも徐々に、リアルの展示会や対
面販売ができる環境になりつつあり
ますが、改めて顧客との直接のコミ
ュニケーションの重要性を再認識さ
せられます。今後は、リアルとバー
チャルの良さを活かし、かつ補完し
ながら厚みのある販売促進活動を展
開してまいります。 

Q3

BtoCビジネスへの挑戦

	 	 �Eコマースを活用した“巣ご
もり需要”の取込みも定着し
つつあるようですね。

佐々木：Eコマースは、当初、新型
コロナウイルス感染拡大を機にマスク
などの衛生関連商品を中心に展開し、
当社事業に多大な貢献を果たしまし
た。一方で需要が一巡した現在は、
厳しい事業運営になっています。ただ、
Eコマースは単なる製品販売の手法だ
けではなく、当社の技術や感性の高
さ、環境への取り組み姿勢を消費者
に直接ご理解いただくために重要な活
動と考えています。先を見据えつつ、
原点に立ち戻って収益性の高い事業
に向け再構築を図ってまいります。

また、BtoCの取り組みとしては、
リニューアルしたファブリックラボラ
トリー「fa-bo（ファーボ）」の公開
や、リアル店舗としてファクトリー
ショップ「mono-bo（モノーボ）」
が話題を集めました。昨年６月にオー
プンした「mono-bo」では、“もっ
たいないを、みたことないに変える”
をコンセプトとするサステナブルブラ
ンド「mate-mono（マテモノ）」を展
開し、資源の有効活用と環境負荷低

Q4

トップメッセージ
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4Business Report

減の両面から、その価値を消費者に
認めていただいています。BtoCにお
いてもEコマースとリアル店舗を使い
分けながら製品事業を強化・拡大し
てまいります。

事業の変革に向けて

	 	 �デフレ下で企業の成長が課題
となっています。事業変革、
イノベーションをどのように
お考えでしょうか。

佐々木：事業変革やイノベーション
は、社会の変化に対して新しい価値
を提供する目線から、市場に発信し
て強力に推進する役割を果たしま
す。その価値は、消費者の満足度を
高める商品・サービスであることは
勿論のこと、社会の問題解決への貢
献も求められています。当社は、早
い段階から環境を意識した技術開発
に取り組み、先の「mateReco」の
ような環境負荷を低減しながら高い
感性や機能を備えた商品を展開して
きました。この考えを隅々にまで広
げ、イノベーションを図ってまいり
ます。また、当社は製造業という立
場から、技術にこだわった変革を基
本としています。先端資材（炭素繊
維 複 合 材「 カ ボ コ ー マ 」 等 ） や

Q5

M&A（技術の融合）を起点とする
事業変革にも積極的に取り組んでま
いります。

一方、事業変革のみならず社内の
経営、業務や生産システムの改革も
重要な課題です。効率化と高精度・
高速化に加えて、情報分析を通じて創
造性を高めていくためには、デジタル
技術の活用は必須で、今や企業の優
劣を決定づけます。現在、全社基幹
システムについて、全体最適と情報連
携強化の観点から改革に取り組んでい
ます。方向性の確認を終え、具体的
な構築への作業を始めました。また、
各製造現場では工程安定化や品質ロ
ス削減を図るため、IoTやAIを活用し
た改善活動を活発化させています。

コロナ禍を契機に、社会・経済の
仕組みや人々の行動様式も大きく変
わりつつあります。この変化を機敏
に事業に取り込み、また、どのよう
な変化にも耐えうる強靭な事業運営
体制を構築してまいります。

	 	 �来期に向けた今後の対処法が
ありましたら、お聞かせくだ
さい。

佐々木：コロナ禍による経済活動の
制約が緩和されつつあるなかで、攻
めに転ずる考えです。ただし、ロシア

Q6

のウクライナ侵攻は、原燃料価格の
高騰による企業コスト上昇を招き、収
益を圧迫するリスク要因となっていま
す。この現状を克服するため、当社
グループでは、３つの対策を進めます。
１つはエネルギーロスの削減（省エネ､
保温､ 熱再利用）や燃料ミックスの最
適化 （安価な燃料への転換）に加え
て、固定費も含めたトータルコスト削減
によるコスト上昇の吸収です。２つ目
は販売価格の転嫁ですが、単なる値
上げではお客様からは容易に受け入れ
てはいただけません。付加価値を高め
た新商品の投入とあわせて、実質的
な価格転嫁による効果をねらいます。
３つ目は積極的な拡販です。これによ
り数量効果をもたらし、限界利益を増
加させることで利益を押し上げ、収益
をカバーしていきます。

一方で、円安が進み、一部の外貨
建て輸出品には追い風となります。
しかし、原燃料の価格高騰の影響が
増幅されるため、利益は相殺される
可能性が高いと見ています。今がま
さに正念場です。事業戦略に基づく
事業拡大計画に沿って、PDCA（計
画・実行・評価・対策）を確実に回
しながら課題を実行し、計画の完遂
を目指します。
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5 Business Report

▷ 隈研吾氏デザインによるアカデミックガウンを製作

この春、地元・石川県の公立小松大学が初の卒業生を送り出しました。卒業式
にあたる学位記授与式には、学校関係者や来賓、学生代表の約20人がこの日のた
めに製作されたアカデミックガウンを着用しました。

アカデミックガウンは海外の大学で広く着用されるセレモニーウェ
アです。「見る人の記憶に残り、大学を誇りに感じられるものを」とい
う大学側の依頼に応じ、建築家・隈研吾氏がデザインを手がけ、当社
も素材開発を通し製作に協力しました。そして生まれたのが、「折り紙」
をコンセプトとした唯一無二のアカデミックガウンです。

デザインに適した素材として選定された、当社の「KONBU（コンブ）」
には、式服にふさわしい格調と高級感をもたせる加工を特別に施しました。
また、廃棄される植物の天然成分を活用した素材「Onibegie（オニベジ）」
を用い、大学のスクールカラーであるネイビーを表現しました。

▷ 環境配慮型素材の総合ブランド「mateReco（マテレコ）」誕生

環境配慮型素材の総合ブランドとして、「mateReco」を立ち上げました。
当社は2020年度に「小松マテーレ・サステナビリティ・ビジョン」を策定し、独自の加工技術・先端素材の開発・

提供をとおして、地球環境への貢献に向けた取り組みを進めてまいりました。「mateReco」ブランドの制定は、こう
した動きを加速させる取り組みです。下の図は、環境に優しい原料※１を使い、環境負
荷が少ない製造工程※2 で、サステナブルな素材や製品※3 を社会へ提供する

「mateReco」の仕組みを示したものです。ブラ
ンド名は、社名の「matere」と「eco」を組み
合わせました。国連が提唱するSDGs（持続可能
な開発目標）のゴールである2030年までに、売上
比率50％以上を目指します。

※1�リサイクル糸や天然由来の原料
※2�染色時間を短縮する糸加工技術や
廃棄された植物の天然成分を活用
した染色技術など、当社が保有す
る環境負荷が少ない加工技術

※3�上記１と２を用いて出来上がった
素材や製品

『  マテレコ  』は、小松マテーレグループの
サステナブルな生地や製品の総合ブランドです。

環境に優しい素材選び エコで高機能な加工技術 サステナブルな製品へ
工 程 製 品原 料

「mateReco」のコンセプト

「mateReco」のロゴ

mateRe
co

ブランド
を

全世界へ
広めて

ゆきます。

執行役員
営業本部長代理
第1事業部長

小川  優寿

Topics
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6Business Report

これからもサステナブルな

モノづくりに尽力します！

当社のサステナブルな取り組みを知っていただく機会として、東京で開催された３つの展示会に出展しました。１つめは、
「楽天ファッション・ウィーク東京（渋谷ヒカリエ）」。当社は「素材メーカーが挑戦するサステナブルなモノづくり」をテーマに、
サステナブルブランド「mate-mono」の製品、染色工場の汚泥を活用した屋
上緑化用のセラミック素材「greenbiz（グリーンビズ）」など、当社技術を結集

し生み出した製品を展示しました。
２つめは、初出展の「東京インターナショナル・ギフ

ト・ショー春（東京ビッグサイト）」。加工バリエーションと
サステナブルなモノづくりの観点から、当社オリジナル
素材「KONBU」にフォーカスし、生地の独特な質感を
最大限に活かした雑貨・小物商品などを出展しました。

３つめは、「プラグイン／エディトリアル（エビス
303）」。来場者が印象に残るブランドを選出する来
場者投票では出展した「mate-mono」と「KONBU」
がグランプリに輝きました。機能性やストーリー性に関
心が集まり、SDGsへの取り組みが高く評価されました。

▷ サステナブルなモノづくりを展示会でアピール

2021年5月、世界最軽量級の極薄素材「天女の羽衣」を中心に、服地・インテリア・資材用
織物の生産を行う（同）アマイケ（石川県七尾市）をグループ会社としました。「天女の羽衣」は
これまで世界トップメゾンに採用されている他、再生ポリエルテル糸を使用するなどSDGsにも
取り組んでいます。今後は当社の技術を駆使し、付加価値の高い商品開発に取り組みます。

また、経編※の製造技術を活かし、ファッションから医療、産業資材分野を中心とした機能性
素材の製造販売を行う吉田産業（株）（福井県鯖江市）を2022年2月に、子会社化しました。吉田産業（株）
の持つ経編の技術と当社の染色加工技術を 
融合し製品ビジネスの拡大を目指すとともに、
当社の主たる事業領域の一つである産業資材 
分野での新商品の開発、顧客基盤の拡大を図り
ます。

▷ 「合同会社アマイケ」と「吉田産業株式会社」の２社を傘下に

吉田産業（株）の経編工場 経編の技術を使った
「らくらくボディメイク ブラトップ」

※ 経編：�タテ方向に並べられた多くの糸によってタテ方向に網目を作っ
ていくニットの一種。

（合）アマイケの「天女の羽衣」

商品事業室 企画開発G

チーフ 吉田  圭子　河室  怜奈
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7 Business Report

衣料ファブリック部門に関しては、国内外において、高感性・高機能素
材、環境配慮型素材の開発と市場導入を進めてまいりました。中東向けの民
族衣装分野は、下期は若干持ち直しを見せたものの、上期の需要減少により
大きく減収となりました。一方で、ファッション及びスポーツ分野について
は、国内・北米市場が順調に推移したことに加え、欧州ラグジュアリーブラ
ンド向けが牽引したことから、当部門全体として増収となりました。

楽天ファッション・ウィーク東京　展示会の様子
[期間：2022年3月14日（月）～19日（土）開催]

日本のストリートブランド「doublet（ダブレット）」
のジャケットに「Onibegie（オニベジ）」が採用

ゴルフ用品メーカー「Callaway（キャロウェイ）」の
STAR STRETCHシリーズ・アウターに「エアシャットNT」�
が採用

▷ 衣料ファブリック部門 売上高 21,707百万円 前期比 9.4％増

※�セグメント別の売上高の集計方法を見直したため、前期売上高の金額を変更しております。

（単位：百万円）

第107期

25,708

第108期

25,176

第109期

19,834

第110期

21,707

セグメント別の概況
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▷ 製品部門

売上高

1,506百万円
前期比 
40.5％減

▷ その他の事業

売上高

459百万円
前期比 
36.6％増

8Business Report

資材ファブリック部門については、リビング分野、生活関連資材及び医療
分野における需要が回復へと転換したことから堅調に推移しました。全セグ
メントにおいて順調に回復したことから、当部門全体として、増収となりま
した。

総合エレクトロニクスメーカー・電動自転車のバスケット
に「CABKOMA（カボコーマ）   KBチップ」が採用

JR京都駅の昇降式ホーム柵に「CABKOMAストランドロッド」
が採用（2022年3月～）

▷ 資材ファブリック部門 売上高 7,777百万円 前期比 6.3％増

※�セグメント別の売上高の集計方法を見直したため、前期売上高の金額を変更しております。

（単位：百万円）

第107期

10,391

第108期

9,913

第109期

7,317

第110期

7,777

（単位：百万円）

第107期

2,262

第108期

817

第109期

2,531

第110期

1,506

（単位：百万円）

第107期

715

第108期

618

第109期

336

第110期

459
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36,52539,078

第108期

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：円） （単位：円）

第107期

2,152

2,778

第108期第107期

32.06

49.66

第108期第107期

1,612

2,165

第108期第107期

1,375

2,131

第108期第107期

15 16
14

第108期第107期

30,018

第109期

1,916

第109期

42.38

第109期

1,416

第109期

1,810

第109期

第109期

18

31,449

第110期

2,154

第110期

52.26

第110期

1,593

第110期

2,184

第110期

第110期

31,449百万円

前期比

4.8％増

2,154百万円

前期比

12.4％増

52.26円

前期比

9.88円増

1,593百万円

前期比

12.5％増

2,184百万円

前期比

20.7％増

18円

前期比

2.0円増
9 Business Report

売上高 営業利益

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

1株当たり当期純利益 1株当たり年間配当金

財務ハイライト
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10Business Report

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

連結損益計算書の概要 （単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

当期末
（2022年3月31日現在）

資産合計
47,600

前期末
（2021年3月31日現在）

当期末
（2022年3月31日現在）

負債・
純資産合計
47,600

前期末
（2021年3月31日現在）

負債
11,761

純資産
35,839

負債・
純資産合計
45,635
負債
9,561

純資産
36,073

流動資産
24,252

固定資産
23,348

資産合計
45,635

流動資産
20,459

固定資産
25,176

有形固定資産
6,728

無形固定資産
245

投資　　　　
その他の資産

18,202

現金及び預金
9,956

その他流動資産
10,502

現金及び預金
9,573

その他流動資産
14,679

株主資本
35,623

その他
450

固定負債
4,101

株主資本
35,458

その他
381

有形固定資産
6,663

無形固定資産
235

投資　　　　
その他の資産

16,449

流動負債
5,460

固定負債
4,203

流動負債
7,557

当期
（2021年4月1日～2022年3月31日）

売上高
31,449

▼ 売上原価
 24,884
▼ 販売費及び
 一般管理費
 4,972

▲ 営業外収益
 696
▼ 営業外費用
 136

営業利益
1,593

経常利益
2,154

親会社株主
に帰属する
当期純利益
2,184

▲ 特別利益
 878
▼ 特別損失
 92
▼ 法人税等
 755

現金及び
現金同等物
に係る
換算差額
475

当期
（2021年4月1日～2022年3月31日）

営業活動
によるCF

財務活動
によるCF

現金及び
現金同等物
の期末残高

現金及び
現金同等物
の期首残高

投資活動
によるCF

1,3851,385

157

2,401△2,401

9,954 9,571

連結決算概要
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金融機関
13,929千株
（32.29%）

自己株式
2,273千株（5.27%）

証券会社
138千株（0.32%）

個人その他
6,456千株
（14.96%）

外国法人等
7,273千株
（16.86%）

その他の法人
13,069千株
（30.30%）

【表紙のイラスト】
「KOMATSU MATERE TOWN（コマツマテーレタウン）」
このイラストは、小松マテーレが目指す自然と人類社会に貢献する“私たちの理想の街”
を表しています。サステナブルの考え方をもとに、当社の新素材の開発目標を具現化し
た未来を社員が描きました。
小松マテーレは、これからもあらゆる企業活動を通じて、人と繊維と自然とが共生で
きる住みよい地球環境づくりに取り組んでいきます。

発行済株式総数

43,140,999株
株主数

3,781名

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定時株主総会 毎年6月開催
基準日 定時株主総会・期末配当　3月31日

中間配当　　　　　　　　9月30日
株主名簿管理人及び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物送付先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 0120-782-031
URL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/
1単元の株式の数 100株
公告の方法 電子公告（当社ウェブサイトに掲載）

https://www.komatsumatere.co.jp/ir/investor/
※事故やその他やむを得ない事由が生じた場合、日
本経済新聞に掲載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　プライム市場

住所変更、配当金受取方法の指定・変更、単元未満株式の買取・買増等について
株主様が口座を開設されている証券会社等にお申し出ください。また、証券会
社に口座を開設されていない株主様は、特別口座の口座管理機関の上記電話照
会先にお申し出ください。なお、単元未満株式の買取・買増の当社にかかる手
数料はいずれも無料となっております。

大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,820 9.34%
東レ株式会社 3,749 9.17%
THE SFP VALUE REALIZATION MASTER FUND LTD. 3,120 7.63%
株式会社北國銀行 2,111 5.16%
小松マテーレ松栄会 1,641 4.01%
日本生命保険相互会社 1,284 3.14%
株式会社北陸銀行 1,263 3.09%
三井住友信託銀行株式会社 1,230 3.00%
株式会社クラレ 1,090 2.66%
THE CHASE MANHATTAN BANK, N.A. LONDON 
SPECIAL OMNIBUS SECS LENDING ACCOUNT 1,040 2.54%

※持株比率は自己株式を控除して計算しております。

所有者別分布状況

https://www.komatsumatere.co.jp/

役員　2022年6月24日現在
代表取締役社長 佐々木久衛 取締役 大西　　洋 監査役 米澤　和洋
専 務 取 締 役 中山　大輔 取締役 山下　修二 監査役 根上　健正
常 務 取 締 役 松尾　千洋 取締役 佐々木康次 監査役 坂下　清司
常 務 取 締 役 小川　直人 取締役 堀内　節郎
取 締 役 中村　重之

会社の概況
商 号 小松マテーレ株式会社 大阪営業所 大阪府大阪市北区梅田2丁目2番22号
設立年月日 1943年10月8日 （ハービスENTオフィスタワー8階）
資 本 金 46億8,042万円 東京営業所 東京都中央区銀座3丁目10番６号
本 社 〒929-0124 （マルイト銀座第３ビル４階）

石川県能美市浜町ヌ167番地 北陸営業所 石川県能美市浜町ヌ167番地
本社製造部 同 上 （小松マテーレ株式会社 本社2階）
美川製造部 石川県白山市鹿島町1丁目7番地1号

グループ会社
小松美特料（蘇州）貿易有限公司 中国・江蘇省蘇州市 インターリンク金沢株式会社 石川県金沢市
株 式 会 社 コ マ ク ソ ン 石川県能美市 吉 田 産 業 株 式 会 社 福井県鯖江市
株式会社コマツインターリンク 石川県能美市 株 式 会 社 セ イ ホ ウ 栃木県足利市

株式情報

会社情報
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